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必須科目択一問題 正解を語る臨時掲示板ログ ～ 農業部門 

[20] 01 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:26 [ 返信 ] 
I-1 我が国の食料の安定供給に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①食料自給率は、国内の食料消費が国内の生産でどの程度賄えているかを示す指標であるが、我が
国の農林水産業が有する食料の潜在生産能力を示す指標としては一定の限界がある。 
②総合食料自給率は、供給熱量ベースでは平成 9(1997)年度以降は 40%前後、生産額ベースでは平成
7 (1995) 年度以降は 60%台後半から 70%台前半で推移している。  
③家畜の飼料となるとうもろこしや食用油脂類の原料となる大豆等の多くを輸入に頼っており、肉類及
び油脂類の増加といった食生活の変化は食料自給率を低下させる要因となっている。 
④食料自給力指標は、「花等の食用以外の農作物が作付けられている農地も含め、米やいも類を中心
に作付けしたら」といった仮定の下で試算したものであり、同じ農地面積でも、作付けする農作物によっ
て、その数値は変わる。 
⑤食料自給力指標は、平成 2 (1990) 年度までは減少傾向で推移したものの、近年は汎用田面積の増
加、面積当たり収穫量の増加等から緩やかな増加傾向にある。 
 

 

[21] APEC さんありがとうございます。 Name：お初 Date：2017/07/20(木) 18:29 

⑤ 1990 年度までは汎用田面積の増加により緩やかな増加傾向で推移したものの、近年は農地面積
の減少、面積当たりの収穫量の伸び悩み等から低下傾向にあり、、、 
H27 白書 第１章 P23 に記載 
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[22] 農業部門の臨時掲示板開設ありがとうございます。 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:15

⑤ 
食料自給力指標は近年増加傾向にはない。 
 
食料・農業・農村基本計画（平成 27 年 3 月 31 日 閣議決定）p28
 

 

 

[39] RE:01APEC さんありがとうございます 2 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 08:41

⑤なんですね。 
久しぶりの農業部門受験で私は間違ってしまいました。 
みなさんの投稿にも感謝します。 
 

 

 

 
[19] 02 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:24 [ 返信 ] 
I-2 農産物の生産、需給、貿易に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①平成 27(2015)年の我が国におけるとうもろこし、小麦、大豆の輸入先国が上位 3 か国でそれぞれ輸
入額割合が 95%を超え、特定の国への依存度が高くなっている。 
②我が国では、飼料穀物(とうもろこし等)は多くを輸入に依存しており、その主な調達先は、米国、ブラ
ジル等となっている。 
③世界のバイオエタノールやバイオディーゼルの生産量は増加すると予測され、とうもろこしやなたね
といったバイオ燃料向け農産物の需要も一定の増加が見込まれている。 
④世界の穀物需要はほぼ現状のまま推移する見込みであるが、人口の増加や開発途上国の経済発
展に伴う食生活の変化により、特に肉類需要は増加が見込まれている。 
⑤世界の穀物の収穫面積は 1960 年代からほぼ横ばいで推移している中、人口 1 人当たりの収穫面
積は減少傾向で推移している。 
 

 

[40] RE:02 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 08:46 



④ 
バイオ燃料の需要増加で穀物需要は増加すると予測される。と判断しました。
 

 

 

[50] RE:02 Name：みやぽん  Date：2017/08/01(火) 21:53 

はじめて投稿させていただきます。すでに回答は出ていますが、次年度のお役に立てればと思い、投
稿させていただきます。 
 
④ 
畜産物の生産には穀物が利用されることと、バイオエタノール等の需要増により、増加すると予測され
ています。 
 

 

 

 
[18] 03 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:24 [ 返信 ] 
I-3 我が国の食品産業を巡る状況に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①食品産業は、国内農業とも深く結びついており、国産食用農林水産物の 7 割が食品産業向けとなっ
ている。 
②食品産業の景気の状況は、近年、悪化する傾向にあり、国内生産額も 150 兆円程度にとどまってい
る。 
③我が国ではまだ食べられるのに捨てられている「食品ロス」が年間およそ 300 万トン発生し、そのう
ち約半分はコンビニエンスストアから出されるものと推計されている。 
④外食・中食産業は労働集約型産業であり、人手不足や労働時間の長さが課題であり、市場規模も縮
小しつつある。 
⑤卸売市場を経由して流通する生鮮食料品等の割合(卸売市場経由率)は食肉や水産物では減少傾向
にあるものの、青果物は 80%、花きは 40%を維持している。 
 

 

[37] RE:03 Name：ひでやん  Date：2017/07/21(金) 01:10 

農水省 HP より 
http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h27/h27_h/trend/part1/chap1/c1_5_00.html 
 
「食品産業は、国内農業とも深く結び付いており、国産食用農林水産物の 7 割が食品産業向けとなって
おり、食品産業は国産農林水産物の最大の仕向先となっています。」とありますので・・・ 
 
答：① 
 

 

 

 
[17] 04 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:23 [ 返信 ] 
I-4 食の安全と消費者の信頼確保に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①農業生産工程管理(GAP)とは、労働安全の確保を主たる目的として、その生産段階における各工程
の正確な実施、記録、点検及び評価を行うことによる持続的な改善活動である。 
②食品の安全性を向上させるため、食品の製造段階においては、HACCP (危害要因分析・重要管理
点)の導入が進められている。 
③我が国から農畜産物を輸出する場合は、輸出先国が必要とする検疫措置を受ける必要があり、すべ
ての検査は、空海港でのみ行われる。 
④食品のトレーサビリティは、食品に関わる事業者が食品の出荷先の記録等を残すなどにより、食品
の生産から消費までの移動を把握できるようにする仕組みであり、すべて自発的な取組である。 
⑤平成 27(2015)年に施行された食品表示法は、食品衛生法、JIS 法、健康増進法の 3 法を統合し、食
品表示に関する一元的な制度として創設されたものである。 
 

 

[38] RE:04 Name：ひでやん  Date：2017/07/21(金) 01:24 



厚生労働省 HP より 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/haccp/index.html 
 
「HACCP とは、食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するおそれのある微生物汚染等の 危害
をあらかじめ分析（ Hazard Analysis ） し、その結果に基づいて、製造工程のどの段階でどのような対
策を講じればより安全な製品を得ることができるかという 重要管理点（ Critical Control Point ） を定
め、これを連続的に監視することにより製品の安全を確保する衛生 管理の手法です。  
」とありますので・・・ 
 
答：② 
 

 

 

 
[16] 05 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:22 [ 返信 ] 
I-5 我が国の畜産業を巡る状況に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①畜産業の生産基盤の強化を図るために、畜産農家だけでなく、地域の関係者が連携・協力して、地
域全体で畜産の収益性を向上させる畜産クラスター事業が推進されている。 
② 濃厚飼料はとうもろこし等の穀物が主な原料でそのほとんどを海外からの輸入に依存しているた
め、その価格は穀物相場や海上運賃、為替等の影響を大きく受ける。 
③高齢化した農業者の肉用牛繁殖部門からの離脱等を背景に、肉用牛の飼養頭数は減少し、子牛価
格が高騰している。そのため、肥育経営への悪影響を回避することが課題となっている。 
④豚肉の生産量は、近年、横ばいで推移している。安定的な需要を確保するためには、消費者の多様
なニーズに対応した特色のある豚肉生産や輸入品との差別化等を図っていくことが必要である。 
⑤乳用牛飼養農家戸数の減少が続いている。 しかし、1 戸当たりの飼養頭数は増加しているため、牛
乳生産量は増加傾向にある。 
 

 

[41] RE:05 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 08:52 

⑤ 
J-milk 等公表のデータを見ても牛乳の生産量は増加していない。と判断しました。 
 

 

 

 
[15] 06 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:22 [ 返信 ] 
I-6 我が国の水田かんがい用水に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①水田かんがい計画は、原則として、年超過確率 1/30、すなわち 30 年に一度の渇水年を計画基準年
とする。 
②我が国では全農業用水使用量の 90%以上を水田用水が占め、その水源としては主に河川水が使用
されている。 
③水田かんがい施設の施設容量は、無降雨を想定し、有効雨量をゼロとして計算する。 
④代かき期における最大必要水量の大きさは、設定する期間の長短によって増減する。 
⑤普通期の用水は、代かき終了後、主として蒸発散と浸透によって水田から失われる水量を補給する
ものである。 
 

 

[23] RE:06 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:23 

① 
 
用水計画の計画基準年は、原則 1/10 相当年。
 

 

 

[42] RE:06 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 08:53 

① 
農業は 1/10 と教えていただきました。
 

 

 

 



[14] 07 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:21 [ 返信 ] 
I-7 次の図は、畑地かんがい地区の計画用水量算定の構成要素について示したものである。図の、
(ア)～(エ)に入る語句の組合せとして最も適切なものはどれか。 
(注) ▲は、負となる量の構成要素 
ア、イ、ウ、エ 
①ほ場単位用水量、損失水量、地区内利用可能量、栽培管理用水量 
②地区内利用可能量、損失水量、ほ場単位用水量、栽培管理用水量 
③地区内利用可能量、栽培管理用水量、ほ場単位用水量、損失水量 
④ほ場単位用水量、栽培管理用水量、地区内利用可能量、損失水量 
⑤地区内利用可能量、ほ場単位用水量、栽培管理用水量、損失水量 
 

 
 

 

[24] RE:07 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:27 

② 
 
ア．地区内利用可能量
イ．損失水量 
ウ．ほ場単位水量 
エ．栽培管理用水 
 

 

 

[43] RE:07 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 08:55 

② 
私も優駿さんと同じくです。
 

 

 

 
[13] 08 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:19 [ 返信 ] 
I-8 農村地域の強靭化に向けた防災・減災対策に関する次の記述の、□に入る語句の組合せとして最
も適切なものはどれか。 
 平成 26(2014)年 6 月に国土強靭化基本計画が閣議決定された。この中で、農林水産分野において
は、脆弱性を評価し、農林水産業に係る生産基盤等のハード対策やソフト対策を実施することにより一
連の[(ア)]の災害対応能力を強化することと、農業用施設の[(イ)]の強化、ため池の[(ウ)]の作成・周知、
施設管理者の[(エ)]の作成など、ハード対策とソフ ト対策を組合せた防災・減災対策を強化することが
位置づけられた。  
ア、イ、ウ、エ 
①ネットワーク、多面的機能、危険度判定基準、災害体制計画 
②ネットワーク、防災機能、ハザードマップ、災害体制計画 
③ネットワーク、防災機能、危険度判定基準、業務継続計画 
④サプライチェーン、多面的機能、ハザードマップ、災害体制計画 
⑤サプライチェーン、防災機能、ハザードマップ、業務継続計画 
 

 

[25] RE:08 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:36 

⑤ 
 
国土強靱化基本計画（平成 26 年 6 月 3 日）
p24 （９）農林水産 
 
ア．サプライチェーン 
イ．防災機能 



ウ．ハザードマップ 
エ．業務継続計画（BCP） 
 

 

 

[44] RE:08 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 12:26 

⑤ 
ですね。確認しました。私は間違えてしまいました。
 

 

 

 
[12] 09 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:19 [ 返信 ] 
I-9 我が国の農地に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①平成 27(2015)年の農地面積は、449 万 6 千 ha となっており、耕地利用率は約 92%である。 
②農地整備は、農業生産上の役割の他に土地利用の秩序化、国士保全機能の増大といった多面的な
役割もある。 土地利用の秩序化では、非農用地の創出、区画整理による農地の適正利用に貢献して
いる。 
③大型農業機械の導入を可能とし、生産コストの低減に資する 1ha 程度以上の大区画な水田の整備
率は、平成 26(2014)年度時点で約 30%である。 
④市町村及び農業委員会が現状では耕作できないと判断した荒廃農地の面積は、平成26(2014)年に
おいて、27 万 6 千 ha である。 
⑤田んぼダムは、水田が有する洪水防止機能を活用し、湛水被害を軽減するため、排水口に排水管よ
り小さな穴のあいた調整板等を設置し、水の流出を抑制する。 
 

 

[26] RE:09 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:45 

③ 
 
1ha 程度以上の大区画な水田の整備率は、平成 26(2014)年度時点で約 10%（9%）である。
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」 
p116～117 
 

 

 

[45] RE:09 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 12:29 

③ 
30a 以上に集約されたうちの 30％程度が 1ha 以上の大区画化されているかと・・・
 

 

 

 
[11] 10 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:18 [ 返信 ] 
I-10 最近の農業生産基盤の状況に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①32 兆円に上る膨大な資産価値を有する農業水利施設や全国に 20 万か所あるため池は、食料自給
力の維持向上や地域排水機能の確保など多様なフロー効果を発揮している。 
②農業用用排水路は約4 万 km、ダムや取水堰、用排水機場等の基幹的施設は約 7 千か所整備され
ている。 
③ダム等の基幹的水利施設、農地周りの水路等の末端施設は、国、地方公共団体、土地改良区により
保全管理されている。 
④畑面積全体の約 8 割において幅員 3m 以上の末端農道が整備されているとともに、約 2 割において
畑地かんがい施設が整備されている。 
⑤基幹的農業水利施設はその多くが戦後、高度経済成長期にかけて整備されてきたため、標準耐用
年数を超過している割合は貯水池等施設で 78%、水路等で 65%となっている。 
 

 

[27] RE:10 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 21:50 



④ 
 
畑については、畑面積全体の約 8 割において幅員 3m 以上の末端農道が整備されているとともに、約
2 割において畑地かんがい施設が整備されています。 
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」 
p116 
 

 

 

[46] RE:10 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 12:30 

④ 
同じくです。
 

 

 

 
[10] 11 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:17 [ 返信 ] 
I-11 米及び米粉に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①水稲の作付面積は、平成 20(2008)年産以降ほぼ横ばいで推移する中で、飼料用米、加工用米、備
蓄米等の非主食用米の作付面積も横ばいで推移している。 
②我が国における 1 人当たりの主食用米の消費量は、ピーク時(昭和 50(1975)年度)からおよそ半減し
ている。 
③米粉の価格は一般に小麦粉より高いが、これは米粉用米が小麦よりもかなり高い価格で供給されて
いるためである。 
④米粉は、小麦粉に比べ、もっちり感・しっとり感等が少ないという特徴がある。 
⑤米粉の需要拡大を図るためには、製粉コストの低減技術や多収でパン用等に適した米粉用米の新
品種の開発・導入が必要である。 
 

 

[28] RE:11 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:04 

⑤ 
 
（米粉用米の利用拡大に向けた取組） 
米粉用米については、近年、その利用が伸び悩んでおり、課題として、製粉コストが小麦粉に比べて高
いことが挙げられます。このため、その低減に向けた技術開発等が取り組まれています。（略） 
また、生産面では、多収性や粒度・デンプン損傷度等の加工適性に着目した米粉用品種の開発、地域
に応じた栽培技術の確立に取り組んでおり、製パンに適した「ミズホチカラ」、「ゆめふわり」等の新品
種が開発、導入されてきています。 
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」 
p131 
 

 

 

[47] RE:11 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 12:31 

⑤ 
つづけて同じくです。
 

 

 

 
[9] 12 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:16 [ 返信 ] 
I-12 我が国の主要農産物の生産や消費の動向に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれ
か。 
①小麦の需要構造は、9 割を輸入に頼っている現状であるが、その作付面積は、近年、横ばいで推移
している。 
②大豆は、排水対策等の実施率が向上しているにも関わらず、その単収は伸び悩んでおり、年次変動
や地域間の単収の差も大きくなっている。 



③ばれいしょは北海道、かんしょは南九州の畑作における基幹作物として重要な役割を果たしており、
いずれも作付面積が増加している。 
④野菜の消費動向について、成人の 1 日当たりの野菜の平均摂取量をみると、この 10 年間で大きな
変化はない。 
⑤果樹の栽培面積は、生産者の高齢化が進展し、栽培農家が減少していること等から、緩やかな減少
傾向にある。 
 

 

[51] RE:12 Name：みやぽん  Date：2017/08/01(火) 22:06 

③です。 
 
 いずれも作付けは減少しているので。
当日は④と迷いました。 
 

 

 

 
[8] 13 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:16 [ 返信 ] 
I-13 農業関連団体及び行政機関等に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①農業協同組合は、農業者を始めとする組合員により自主的に設立される相互扶助組織であり、農産
物の販売や生産資材の供給等を適切に行い、農業所得を向上させていくことが最大の使命である。 
②農業委員会は、平成28 (2016) 年から農業委員の選出方法が公選制による市町村の行政委員会と
なり、農地の権利移動等に関する許可事務のほか、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の
発生防止・解消、新規参入の促進等、農地等の利用の最適化等に関する業務を行っている。 
③農業共済団体は、農業災害補償制度の実施に関する業務を行っている。近年、業務の効率化等の
ため、農業共済組合等と農業共済組合連合会を統合する 1 県 1 組合化を推進しており、団体数、職員
数ともに減少傾向にある。 
④土地改良区は、「土地改良法」に基づき、農業者により組織された団体であり、その地域における農
業用用排水施設の整備や区画整理等の土地改良事業を実施するほか、土地改良施設の維持・管理等
を行っている。 
⑤普及指導センターは、「農業改良助長法」に基づき、都道府県により設置することができる機関であ
り、農業生産性の向上や農畜産物の品質向上のための技術支援、効率的・安定的な農業経営のため
の支援、農村生活の改善のための支援を行っている。 
 

 

[29] RE:13 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:07 

② 
 
農業委員の選出方法が公選制から市町村議会の同意を要件とする市町村長の任命制に変更され、
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」 
p169 
 

 

 

[48] RE:13 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 12:45 

② 
これは帰ってから確認しました。私は間違えてしまいました。
 

 

 

 
[7] 14 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:15 [ 返信 ] 
I-14 我が国の農業における気候変動の影響に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①果樹では、 りんごやぶどうの着色不良・着色遅延、うんしゅうみかんの浮皮・日焼け、日本なしのみ
つ症の発生等が報告されている。 
②野菜では、露地栽培のキャベツ等に収穫期が早まる傾向や生育障害の発生頻度の増加がみられる
が、施設栽培に対する影響は確認されていない。 



③水稲では、広範な地域において、高温による品質の低下が確認されているが、収量の減少は確認さ
れていない。 
④害虫については、 ミナミアオカメムシの分布域が関東の一部にまで拡大しているが、気温上昇の影
響は指摘されていない。 
⑤畜産では、平年を上回る高温の影響として、乳用牛の繁殖成績や豚の増体率等の低下が報告され
ているが、乳用牛の乳量や乳質への影響は小さい。 
 

 

[30] RE:14 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:14 

① 
 
「農林水産省気候変動適応計画」（平成 27 年 8 月）
p7 
 

 

 

[49] RE:14 Name：あれっくす  Date：2017/07/21(金) 17:36 

① 
か～・・・ダメだ、撃沈です。論文の評価を確認できないのが残念です。
 

 

 

 
[6] 15 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:14 [ 返信 ] 
I-15 ロボット技術や ICT 等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生産等を可能にする新たな農業
である「スマート農業」に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
①高精度 GPS による自動走行システムやイチゴの収穫・パックロボット等の導入により、超省力・大規
模生産が実現される。 
②センシング技術や過去のデータに基づく詳細分析により適切な対応を可能とする「精密農業」の導入
により、作物の能力が最大限に発揮される。 
③アシストスーツ、畦畔除草ロボット、遠隔制御システム等の導入により、農業従事者がきつい作業や
危険な作業から解放される。 
④可視化・定型化が難しい「匠の技」を利用することなく、農業機械のアシスト装置や作物生育の非破
壊分析等の導入により、誰もが取り組みやすい農業が実現される。 
⑤食品情報のクラウドシステム等の導入により、農産物や食品の詳しい生産情報が直接提供され、消
費者や実需者に安心と信頼が提供される。 
 

 

[31] RE:15 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:20 

④ 
 
熟練農業者が持つ「匠の技」を見える化するシステム 
 
「スマート農業の実現に向けた取組と今後の展開方向について」（平成 28 年7 月）
p9 
 

 

 

 
[5] 16 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:13 [ 返信 ] 
I-16 多面的機能支払に関する次の記述の、□に入る語句の組合せとして最も適切なものはどれか。
 平成 26(2014)年度に、農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮を図るために行われる地域活動
や農業生産活動等を支援する目的で、日本型直接支払制度が創設された。 
この制度で実施されている多面的機能支払は、[(ア)]及び[(イ)]から構成され、平成 28(2016)年 1 月末
現在の取組の見込みとして、前者は約[(ウ)]ha の農用地を対象に実施され、後者は約[(エ)]ha の農用
地を対象に実施されている。  
ア、イ、ウ、エ 
①中山間地域等直接支払、資源向上支払、218 万、8 万 



②中山間地域等直接支払、環境保全型農業直接支払、65 万、8 万 
③中山間地域等直接支払、資源向上支払、65 万、193 万 
④農地維持支払、環境保全型農業直接支払、65 万、193 万 
⑤農地維持支払、資源向上支払、218 万、193 万 
 

 

[32] RE:16 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:25 

⑤ 
 
ア．農地維持支払 
イ．資源向上支払 
ウ．218 万 
エ．193 万 
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」
p183 
 

 

 

 
[4] 17 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:13 [ 返信 ] 
I-17 野生鳥獣による農作物の被害に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか  
①野生鳥獣による被害額は、近年 200 億円前後で推移している。 
②平成 26(2014)年度の野生鳥獣による被害額は、獣類によるものが 8 割程度で、鳥類によるものが 2
割程度である。 
③近年のサル、イノシシ及びシカによる被害額の合計は、獣類計の被害額の 8 割を上回っている。 
④平成 20(2008)年度以降の獣類による被害額は、イノシシによる被害額がシカを上回って最大であ
る。 
⑤近年の鳥類による被害額のうちでは、カラスによる被害額が 4～5 割程度を占める。 
 

 

[33] RE:17 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:30 

④ 
 
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」 
p188 図 3-2-1 野生鳥獣による農作物被害額の推移 
 

 

 

 
[3] 18 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:12 [ 返信 ] 
I-18 地域資源を活用した再生可能エネルギーに関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
①農山漁村は、バイオマス、水、土地等の地域資源の活用が遅れており、再生可能エネルギーの導入
を優先的に促進するため、平成 26(2014)年に「農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネル
ギー電気の発電の促進に関する法律」が施行された。 
②バイオマスは、動植物に由来する化石資源を含んだ有機性資源で、地域に密着した身近な資源であ
り、太陽光、風力に比べて天候に左右されない安定的なエネルギー源とされている。 
③太陽光発電施設は、農地に支柱を立てる設備のようなケースでは、農地転用許可制度上の取扱いと
して、支柱の基礎部分は一時転用許可の対象とし、下部の農地での営農の適切な継続が確保されるな
ど問題がない場合は、再許可が可能となる。 
④農業水利施設に導入する小水力発電は、農業用水の特性上、取水量の変動が小さいという利点が
あることから、農業水利施設と一体的に整備することで、水力エネルギーを有効に活用することが可能
となる。 
⑤バイオマスは、発電や熱利用時に二酸化炭素をほとんど排出しない特性を有しており、その活用は
地球温暖化対策に有効である。 
 

 



[34] RE:18 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:37 

③ 
 
農林水産省ホームページ 
「再生可能エネルギー発電設備を設置するための農地転用許可」
 
営農型発電設備 
 

 

 

 
[2] 19 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:11 [ 返信 ] 
I-19 多面的機能の評価手法に関する次の記述の、□に入る語句の組合せとして適切なものはどれ
か。  
 [(ア)]は、評価対象と同様な価値を持つ他の市場財に置き換えて供給した場合に必要とされる費用に
よって評価する手法である。[(イ)]は、 レクリエーション施設など「訪問する」動機付けがある価値を持
った施設を訪問する訪問者と、訪問者が支払う訪問費用の関係から利用価値を評価する手法である。
[(ウ)]は、環境など市場では取り扱われていない価値について、住民等を対象としたアンケート調査な
どにより支払意思額(WTP)を尋ね、その回答結果をもとに財の価値を評価する手法である。[(エ)]は、環
境条件の違いがどのように地価の違いに反映されているかを観察し、それをもとに環境の価値の計測
を行う手法である。 
 ア、イ、ウ、エ 
①CVM、代替法、へドニック法、トラベルコスト法 
②代替法、トラベルコスト法、CVM、へドニック法 
③代替法、へドニック法、CVM、トラベルコスト法 
④トラベルコスト法、CVM、代替法、へドニック法 
⑤代替法、トラベルコスト法、へドニック法、CVM  
 (注) CVM：Contingent Valuation Method 
 

 

[35] RE:19 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:52 

② 
 
ア．代替法 
イ．トラベルコスト法 
ウ．ＣＶＭ 
エ．ヘドニック法 
 
「地球環境・人間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機能の評価について」（答申）平成 13 年 11
月 
日本学術会議 
p18～19 
５ 多面的機能の内容と評価 
4) 多面的機能評価の具体的検討 
 

 

 

 
[1] 20 Name? APEC Date? 2017/07/20(木) 17:11 [ 返信 ] 
I-20 都市と農村の交流による農村地域の活性化に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれ
か。 
①都市と農村の交流は、それぞれの住民による相互理解を深めつつ、農村の価値を評価することで、
農村に人を呼び込み、新たな経済活動を創出する契機となることが期待されている。 
②都市との交流人ロを増加させ、農村への移住・定住へと発展させている事例が展開されているが、
地方での仕事の確保、生活施設や交通手段の利便性等、解決すべき課題が多数存在している。 
③消費者を対象に行った調査((株)日本政策金融公庫が平成 26(2014)年 9 月公表)では、農山漁村につ
いて「地元の新鮮な食材」に魅力を感じるとする割合が 69%と高いが、「豊かな自然環境」に魅力を感じ



るとする割合が 14%と低い。 
④グリーン・ツーリズムは、都市住民の農業・農村への関心を高め、地域の活性化に大きな役割を果た
している。農家民宿等のグリーン・ツーリズム施設への宿泊数は年々増加しており、平成 26(2014)年度
は、1、000 万人を超えた。 
⑤農業と福祉が連携した取組では、特に、これまで農業分野は専門外であった企業が農業分野に進出
する事例が増えており、障害者就労支援事業所へのアンケート調査 (特定非営利活動法人日本セルプ
センターが平成 26 (2014) 年 3 月に公表) によると 24%は過去 4 年以内に農業活動を始めている。 
 

 

[36] RE:20 Name：優駿  Date：2017/07/20(木) 22:59 

③ 
 
豊かな自然環境 66% 
 
「平成 27 年度 食料・農業・農村白書」
p199 図 3-4-1 農山漁村の魅力 
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選択科目   農芸化学 

平成２９年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   農業 

専門とする事項  土壌施肥 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

１２０２Ｅ０００４
Ⅱ－１－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  植 物 体 内 に お け る 肥 料 養 分 の 働 き  

( 1 )  カ ル シ ウ ム の 生 理 作 用 と 欠 乏 症  

カ ル シ ウ ム は 、 植 物 の 細 胞 内 に お け る 各 種 の 膜 構 造

体 や 、 細 胞 核 を 形 成 す る 構 成 材 料 と し て の 役 割 を 果 た

し て い る 。 そ の た め 、 欠 乏 す る と 生 長 の 最 も 盛 ん な 頂

芽 や 、 細 胞 分 裂 が 盛 ん な 根 の 生 育 が 抑 制 さ れ る 。  

植 物 体 内 で の 移 動 が 遅 い た め 、 欠 乏 症 は 土 壌 中 の 含

量 が 低 い 場 合 や ア ン モ ニ ア 態 窒 素 と の 拮 抗 作 用 に よ る

吸 収 抑 制 だ け で な く 、 高 温 で 土 壌 が 乾 燥 し た 時 に 頂 芽

で 発 生 し や す い 。 症 状 は ハ ク サ イ な ど ア ブ ラ ナ 科 野 菜

の 結 球 内 部 の 葉 縁 が 黒 変 す る 芯 腐 れ 症 や 、 ト マ ト な ど

ナ ス 科 果 菜 類 の 果 実 の 尻 が 黒 化 す る 尻 腐 れ 症 が あ る 。  

( 2 )  マ グ ネ シ ウ ム の 生 理 作 用 と 欠 乏 症  

 マ グ ネ シ ウ ム は 葉 緑 素 の 構 成 要 素 で あ る た め 、 不 足

す る と 葉 緑 素 が 減 少 し 、 葉 の 葉 脈 間 の 緑 色 が 退 色 す る

ク ロ ロ シ ス を ひ き お こ す 。  

マ グ ネ シ ウ ム が 溶 脱 し や す い 低 ｐ Ｈ 土 壌 や 流 亡 し や

す い 砂 質 土 壌 だ け で な く 、 カ リ ウ ム や ア ン モ ニ ア 態 窒

素 が 多 い 土 壌 で 拮 抗 作 用 に よ り 欠 乏 し や す い 。  

植 物 体 内 で の 移 動 が 速 い た め 一 般 的 に 欠 乏 症 は 下 葉

部 か ら 現 れ る 。 特 に 、 果 実 の 肥 大 期 は 着 果 し て い る 付

近 の 葉 か ら 症 状 が 現 れ る 。  

ま た 、 光 合 成 能 力 が 減 少 し 炭 水 化 物 の 生 産 が 低 下 す

る た め 、 ブ ド ウ な ど の 果 実 で は 糖 度 が 低 下 し 着 色 不 良

に な る 。                   以 上  



選択科目   農芸化学 

平成２９年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   農業 

専門とする事項  土壌施肥 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

１２０２Ｅ０００４ 

Ⅱ－１－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  施 肥 管 理 に お け る 収 量 漸 減 の 法 則  

( 1 )  生 産 現 場 に お け る 状 況  

窒 素 な ど の 施 用 す る 肥 料 の 量 を 増 加 す る と 、 作 物 の

生 育 は 向 上 し 農 産 物 の 収 穫 量 が 増 加 す る 。 し か し 、 肥

料 の 施 用 量 が あ る 一 定 量 を 超 え る と 収 量 が 増 加 し な く

な り 、 さ ら に 施 用 量 を 増 加 す る と 収 量 は 減 少 す る 。  

水 稲 な ど の イ ネ 科 作 物 は 顕 著 で あ り 、 窒 素 肥 料 を 過

剰 に 施 用 す る と 、 成 熟 期 に 茎 が 徒 長 し て 株 が 倒 伏 し 収

量 や 品 質 が 低 下 す る 。  

( 2 )  収 量 と 施 肥 量 か ら 考 え る 最 も 効 果 的 な 施 肥 法  

 水 稲 の 生 産 と 収 穫 を 例 に 述 べ る 。 水 稲 は 茎 葉 が 伸 長

し 後 に 穂 に な る 茎 数 が 分 け つ し て 増 加 す る 栄 養 成 長 期

と 、 穂 が で き 開 花 し て 子 実 が 成 熟 す る 生 殖 成 長 期 が 比

較 的 明 瞭 に 分 か れ て い る 作 物 で あ る 。  

 そ こ で 、 窒 素 な ど の 肥 料 を 栄 養 成 長 期 に 重 点 的 に 施

用 し て 収 量 に 必 要 な 生 育 を 確 保 し た う え で 、 下 位 節 間

が 伸 長 す る 時 期 に は 窒 素 肥 料 の 供 給 量 が 減 少 す る よ う

に 、 元 肥 の 施 幼 量 を 抑 え る 必 要 が あ る 。  

 ま た 、 生 殖 成 長 期 の う ち 幼 穗 形 成 期 か ら 減 数 分 裂 期

に か け て は 、 必 要 最 低 限 の 窒 素 肥 料 を 供 給 し て 1 穂 あ

た り の 籾 数 の 退 化 を 防 ぎ 、 開 花 以 降 の 成 熟 期 は 窒 素 肥

料 の 過 剰 吸 収 を 抑 え た 肥 培 管 理 を 行 う 。  

 上 記 の 肥 培 管 理 に よ り 、 必 要 最 低 限 の 窒 素 肥 料 で 収

量 を 確 保 し て 収 量 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ス ト

を 抑 え て 環 境 負 荷 を 軽 減 し た 農 業 経 営 が で き る 。 以 上  
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１２０２Ｅ０００４農業 
 

  

技術部門   農業 

専門とする事項  土壌施肥 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

１２０２Ｅ０００４ 

Ⅱ－２－１  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

１  粘 土 鉱 物 の 特 性 と 土 壌 、 施 肥 管 理 の 留 意 点  

( 1 )  モ ン モ リ ロ ナ イ ト  

ア ル ミ ニ ウ ム の 含 水 ケ イ 酸 塩 が 主 成 分 で 、 層 状 構 造

を も つ 。 塩 基 置 換 容 量 が 極 め て 大 き く 膨 潤 性 も 大 き い 。

有 明 海 や 八 郎 潟 に 分 布 す る 粘 土 を 構 成 す る 粘 土 鉱 物 で

あ る 。  

モ ン モ リ ロ ナ イ ト が 多 く 含 ま れ る 水 田 土 壌 は 、 透 水

性 が 低 下 し や す い 。 稲 わ ら な ど の 未 熟 有 機 物 が 急 激 に

分 解 す る と 有 機 酸 が 発 生 す る が 、 透 水 性 が 低 い と 根 に

有 害 な 有 機 酸 が 土 壌 か ら 排 出 さ れ に く く 根 の 活 力 が 低

下 し て 収 量 が 低 下 す る 。  

そ こ で 、 プ ラ ウ を 使 用 し て 心 土 耕 を 実 施 し す き 床 層

を 破 砕 す る 。 畑 転 換 し て 小 麦 や 大 豆 を 播 種 す る 場 合 は 、

土 壌 表 面 に 明 渠 を 作 溝 、 ま た は 土 壌 中 に 暗 渠 を 設 置 し

て 作 土 層 を 乾 燥 す る 。  

モ ン モ リ ロ ナ イ ト が 多 く 含 ま れ る 畑 土 壌 は 、 塩 基 置

換 容 量 が 高 い た め 、 過 剰 施 肥 に よ る 硝 酸 態 窒 素 や リ ン

酸 、 カ リ な ど の 塩 類 が 土 壌 中 に 集 積 し や す い 。  

そ の た め 、 作 物 の 栽 培 前 に 土 壌 分 析 を 実 施 し て 施 肥

設 計 を 行 い 、 過 剰 な 施 肥 を 行 わ な い よ う 留 意 す る 。  

栽 培 前 に 深 耕 に よ り 塩 類 濃 度 の 低 い 下 層 の 土 壌 と 混

和 、 ま た は 客 土 を 実 施 し て 塩 類 濃 度 を 低 下 す る 土 壌 管

理 を 行 う 。  

ま た 、 イ ネ 科 の 緑 肥 作 物 を 栽 培 し て 、 土 壌 に 蓄 積 し

た 余 剰 養 分 を 除 去 す る 。 刈 り 取 り 後 に ほ 場 外 へ 持 ち 出
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

す こ と に よ り ソ ル ゴ ー や ト ウ モ ロ コ シ の 場 合 1 0 ａ あ

た り 窒 素 で 2 0 ～ 3 0 k g 、 リ ン 酸 で 3 ～ 4 k g 、 カ リ で 5 0 ～

9 0 k g 除 去 す る こ と が で き る 。  

( 2 )  ア ロ フ ェ ン  

水 和 ア ル ミ ニ ウ ム ケ イ 酸 塩 を 主 成 分 と す る 、 火 山 ガ

ラ ス や 長 石 が 風 化 、 ま た は 熱 水 作 用 に よ っ て 変 質 し た

粘 土 鉱 物 で あ る 。  

ア ロ フ ェ ン を 多 く 含 む 黒 ボ ク 土 は 、 火 山 灰 の 上 に 堆

積 し た 植 物 遺 体 が 長 い 時 間 を か け て 分 解 し て 形 成 さ れ

た 土 壌 。 東 北 の 日 本 海 側 、 関 東 、 東 海 、 九 州 に 分 布 し

て い る 。  

黒 ボ ク 土 は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 有 機 物 が 結 合 し 、 有

機 物 の 含 有 量 が 非 常 に 多 い 。 そ の た め 、 作 物 の 根 に 好

適 な 団 粒 構 造 を 形 成 し や す い 。  

し か し 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム の 影 響 で リ ン 酸 分 を 吸 着

す る 力 が 強 い た め リ ン 酸 分 不 足 し や す い 。  

ま た 、 ｐ Ｈ が 低 い た め 土 壌 中 で 、 ① ア ル ミ ニ ウ ム 、

鉄 、 マ ン ガ ン が 活 性 化 し て 、 土 壌 中 に 過 剰 に 溶 出 す る 。

② カ ル シ ウ ム 、 苦 土 、 ホ ウ 素 が 作 物 に 吸 収 さ れ に く く

な る 。 ③ リ ン 酸 が カ ル シ ウ ム と 結 合 し て 不 溶 化 す る 。

④ 酸 性 の た め 土 壌 の 塩 基 置 換 容 量 が 小 さ く な る 。  

そ こ で 、 石 灰 資 材 の 散 布 に よ る 酸 度 矯 正 が 必 要 で あ

る 。 具 体 的 に は 土 壌 を 採 取 し 中 和 石 灰 量 を 算 出 し 、 適

正 量 の 石 灰 資 材 を 播 種 ま た は 作 物 を 定 植 す る 2 週 間 ま

え ま で に 散 布 し た う え で 土 壌 と 緩 和 す る 。    以 上  





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-3 農業土木～ 

















選択科目    農業土木 
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技術部門   農業部門 

専門とする事項   かんがい排水 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

【 問 題 文 】  

農 地 や 農 業 水 利 施 設 等 の 社 会 資 本 に つ い て 、 地 域 農

業 の 将 来 を 見 通 し つ つ 健 全 に 継 承 す る と と も に 、 農

業 ・ 農 村 を 取 り 巻 く 情 勢 の 変 化 に 応 じ た 基 盤 と し て 整

備 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 以

下 の 問 い に 答 え よ 。  

（ １ ） 農 地 や 農 業 水 利 施 設 等 を 取 り 巻 く 情 勢 の 変 化 に

対 応 し た 農 地 や 農 業 水 利 施 設 等 の 整 備 に お け る 課 題 に

つ い て ２ つ 以 上 列 記 し 、 説 明 せ よ 。  

（ ２ ） 上 述 の 課 題 か ら 、 あ な た が 重 要 と 考 え る 課 題 を

２ つ 選 び 、 そ れ ぞ れ を 解 決 す る た め の 技 術 的 提 案 を 示

せ 。  

（ ３ ） あ な た の 技 術 的 提 案 を 実 施 す る 際 の 留 意 点 に つ

い て 述 べ よ 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

（ １ ） 課 題  

1 . 生 産 基 盤 の 機 能 向 上  

農 業 の 国 際 化 が 進 展 し 、 我 が 国 の 農 業 に 競 争 力 強 化

が 求 め ら れ る な か 、 大 区 画 化 や 汎 用 耕 地 化 の 進 展 、 水

管 理 や 農 作 業 の 負 担 等 、 生 産 基 盤 整 備 は 途 上 に あ る 。

そ の た め 、 担 い 手 の 経 営 規 模 拡 大 や 生 産 コ ス ト 削 減 に

資 す る 生 産 基 盤 の 更 な る 機 能 向 上 を 図 る 必 要 が あ る 。  

2 . 水 利 シ ス テ ム の 改 善  

旧 来 の 水 利 シ ス テ ム は 、 営 農 形 態 の 変 化 や 作 業 集 中

に 伴 う 水 管 理 作 業 の 負 担 増 大 や 複 雑 化 等 、 経 営 規 模 拡

大 の 制 約 要 因 と す る 一 方 、 担 い 手 の 大 規 模 経 営 を 通 じ

た 生 産 コ ス ト の 削 減 が 求 め ら れ て い る 。 そ の た め 、 そ

の 解 消 を 図 る 水 利 シ ス テ ム の 改 善 が 必 要 で あ る 。  

3 . 担 い 手 へ の 農 地 集 積 ・ 集 約 化 の 加 速 化  

生 産 コ ス ト 削 減 に 資 す る 大 区 画 ほ 場 の 実 現 に は 、 担

い 手 へ の 農 地 集 積 ・ 集 約 化 の 加 速 化 が 重 要 で あ る 。 そ

の た め 、 就 農 者 の 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 に よ り リ タ イ ア

す る 農 家 か ら 円 滑 に 農 地 を 継 承 す る と と も に 、 分 散 錯

ほ を 解 消 す る 面 的 集 積 へ の 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。  

4 . 農 業 水 利 施 設 の 老 朽 化  

農 業 水 利 施 設 の 多 く は 、 戦 後 の 高 度 経 済 成 長 期 に 整

備 さ れ て お り 、 標 準 耐 用 年 数 を 迎 え る 施 設 が 急 速 に 増

加 し 、 農 業 用 水 の 安 定 供 給 に 支 障 を き た す こ と と な る 。

更 な る 生 産 コ ス ト 削 減 に は 、 財 政 的 な 制 約 も 考 慮 し つ

つ 、 効 率 的 に 施 設 の 健 全 化 を 図 る 必 要 が あ る 。  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

（ ２ ） 重 要 と 考 え る 技 術 的 課 題 に 対 す る 技 術 提 案  

 私 は 「 生 産 基 盤 の 機 能 向 上 」 と 「 水 利 シ ス テ ム の 機

能 向 上 」 重 要 な 課 題 と し 、 以 下 に 技 術 的 提 案 を 挙 げ る 。

1 . 生 産 基 盤 の 機 能 向 上  

生 産 コ ス ト の 削 減 を 図 る に は 、 畦 抜 き 工 法 に よ る 経

済 的 か つ 効 率 的 な 大 区 画 化 と 、 地 下 水 位 制 御 シ ス テ ム

の 導 入 等 に よ り 排 水 性 を 改 善 す る 水 田 の 汎 用 化 を 併 せ

た 「 高 生 産 性 の 土 地 利 用 型 農 業 」 の 実 現 が 効 果 的 で あ

る 。 さ ら に 、 直 播 栽 培 の 導 入 も 効 果 的 と 考 え る 。  

ま た 、 労 働 生 産 性 の 向 上 を 図 る た め に は 、 地 域 営 農

の 展 開 方 向 を 勘 案 し 、 大 型 農 業 機 械 の 導 入 に 伴 う 農 道

整 備 、 農 作 業 の 負 担 を 軽 減 す る 除 草 ロ ボ ッ ト や カ バ ー

プ ラ ン ツ 栽 培 、 Ｇ Ｐ Ｓ に よ る 農 業 機 械 の 自 動 制 御 シ ス

テ ム の 導 入 等 が 効 果 的 で あ る と 考 え る 。  

2 . 水 利 シ ス テ ム の 改 善  

担 い 手 の 経 営 規 模 拡 大 に は 、 水 管 理 の 省 力 化 を 図 り

経 営 の 自 由 度 を 確 保 で き る 需 要 主 導 型 の 水 供 給 シ ス テ

ム へ の 転 換 が 効 果 的 で あ る と 考 え 、 以 下 に そ の 具 体 策

を 挙 げ る 。  

① 担 い 手 と 土 地 改 良 区 の 重 層 管 理 か ら 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用

し た 「 二 層 構 造 の フ ラ ッ ト 型 」 に 管 理 組 織 を 再 編  

② 水 利 用 の 効 率 化 を 図 る パ イ プ ラ イ ン 化  

③ 水 需 給 の 効 率 性 を 確 保 す る た め の 調 整 水 槽 の 設 置  

④ 担 い 手 の 経 営 農 地 へ の 多 様 な 配 水 調 整 を 可 能 と す る

自 動 給 水 栓 等 を 活 用 し た 水 管 理 制 御 シ ス テ ム の 構 築
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

（ ３ ） 技 術 的 提 案 を 実 施 す る 際 の 問 題 点  

1 . 設 備 投 資 へ の 問 題 点  

い ず れ の 対 策 に お い て も 、 施 設 整 備 に 要 す る 費 用 が

問 題 で あ る 。 近 年 、 国 や 地 方 の 財 政 は ひ っ 迫 し 、 公 共

事 業 へ の 投 資 は 縮 小 傾 向 に あ り 、 農 家 の 投 資 意 欲 も 米

価 低 迷 等 に よ り 減 退 し て い る 。 そ の た め 、 農 業 者 の 自

力 施 工 を 活 用 し た 畦 畔 除 去 等 や 新 技 術 ・ 新 材 料 の 積 極

的 な 採 用 等 に よ り 整 備 コ ス ト の 削 減 に 努 め 、 ワ ー ク シ

ョ ッ プ や 説 明 会 等 を 行 い 、 農 家 と の 合 意 形 成 を 図 る こ

と が 重 要 と 考 え る 。 さ ら に 、 農 業 用 水 の 有 効 利 用 を 図

る 小 水 力 発 電 の 導 入 を 検 討 し 、 そ の 余 剰 電 力 に よ る 事

業 コ ス ト 削 減 も 有 効 な 手 段 と 私 は 考 え る 。  

2 . 大 区 画 化 の 問 題 点  

大 区 画 化 に よ る 生 産 コ ス ト 削 減 に は 「 農 地 の 分 散 錯

ほ 」 が 問 題 で あ る 。 そ の 解 消 に は 、 農 地 中 間 管 理 機 構

と 連 携 し 、 基 盤 整 備 と 一 体 的 な 農 地 集 積 ・ 集 約 化 の 実

施 が 有 効 と 考 え る 。 そ の 際 、 農 地 の 条 件 差 を 解 消 す る

整 備 に よ り 換 地 を 円 滑 に 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  

3 . 水 利 シ ス テ ム の 改 善 に 対 す る 問 題 点  

担 い 手 の 経 営 の 自 由 度 が 高 ま り 、 営 農 の 多 様 化 に 伴

う 水 需 要 の 変 動 へ の 対 応 に は 、 た め 池 等 の 運 用 を 既 存

総 取 水 量 内 で 見 直 す 水 利 権 の 変 更 や 、 配 水 管 理 ロ ス の

節 減 、 地 域 用 水 の 有 効 利 用 や 用 水 の 反 復 利 用 の 強 化 な

ど 新 た な 水 源 の 確 保 が 効 果 的 と 私 は 考 え る 。  

                    － 以 上 －  









問 題 文 
（選択科目） 

～12-4 農業及び蚕糸～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-5 農村地域計画～ 

















問 題 文 
（選択科目） 

～12-6 農村環境～ 









 

問 題 文 
（選択科目） 

～12-7 植物保護～ 
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